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1．海外で受容される日本のポピュラー音楽の姿を探る

BABYMETAL、きゃりーぱみゅぱみゅ、Perfume、もしかしたらここに初

音ミクの名前を並べることもできるかもしれない。周知の通り、彼女たちは

2010 年代の日本発、そこから積極的な海外市場への進出を見せたミュージシャ

ンたちだ（より厳密には、その海外進出活動について日本国内で喧伝された
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

、と言った

ほうがよいかもしれないが）。現在、日本のポピュラー音楽という大まかな意味合

いで「J-POP」と呼ばれている領域は、日本国内だけではなく日本国外にも市

場を創り出すようになりつつある……そう広く語られるようになったのは、

2010 年代に入ってからのことである。たとえば音楽ライターの柴那典は 2016

年に出版した『ヒットの崩壊』の中で、2015 年前後の日本ポピュラー音楽市

場を広く解題しつつ、「輸入から輸出へ」というキーワードを用いて J-POP の

海外進出について同様の診断を行っている★1。J-POP の輸出という認識は、

近年の日本のポピュラー音楽の位置づけを考えるにあたって、その重要性が急

上昇しているキーワードだといえるだろう。

だが、実際のところ、いったい海外の誰が J-POP を聴いているのか？

2010年代以前と何が変わったことによって、彼らはJ-POPに触れるようになっ

たのか？ 彼らは本当に J-POP の輸入、つまり購買活動をしているのか？ こ

うした海外市場を構成する具体的なユーザーの姿については、実はそれほど明

確な認識が共有されているわけではない。J-POP の輸出対象については、こ

れまであまり調査されてこなかったのだ。

そうした状況への理解の一助となるのが、本稿で詳しく紹介する「J-MELO

リサーチ」での調査分析結果である。J-MELO リサーチは、NHK 国際放送の

レギュラー番組「J-MELO」が毎年行っているオンラインのアンケート調査の

ことを指す。J-MELO とは、衛星放送とストリーミング放送によって日本の

音楽情報を英語で発信している音楽番組で、取り上げられる音楽は J-POP を

中心としながらもクラシックやノイズまでと非常に幅広い。また、番組と連動

したウェブサイト運営にも特色があり、視聴者からの写真投稿や世界各地で開

催されるファン・ミーティングの様子も積極的に紹介されている★2。そうした
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J-MELO ウェブサイト活動の中でもひときわ重要なのが、2010 年から毎年実

施・公開されている J-MELO リサーチである。これは番組内で視聴者に対し

て調査への自由参加を募るもので、自由記述を含んだウェブ・アンケート調査

によって、海外在住のファンたちがどのような嗜好を持って日本の音楽紹介番

組を見ているのか探ることを目的としている。つまり、2010 年代以降の海外

在住 J-POP ファンの具体的な姿について、J-MELO リサーチの結果からはそ

の一側面を見て取ることができるのである。

筆者は 2010 年初回の J-MELO リサーチから NHK 国際放送の調査に協力を

してきた。本稿では、J-MELO リサーチが数年間にわたって行ってきた調査

活動の概要紹介を目的とし、筆者の個人的な体験を踏まえつつ、今後さらに拡

大していくだろうその射程について考えてみたい。

2．J-MELO リサーチを振り返る

東京藝術大学毛利研究室による調査分析

NHK 国際放送の原田悦志プロデューサーから東京藝術大学大学院音楽研究

科の毛利嘉孝研究室に調査協力依頼がきたのは、筆者が大学院生として毛利研

究室に所属し始めた 2010 年のことであった。東京藝術大学の中での毛利研究

室の位置づけは少しばかりメインストリームから外れたところにあり、音楽実

践やメディアに関心を向けた社会学を専門としていることや、留学生が多く所

属していたことなどに特色があった★3。筆者もポピュラー音楽研究を学ぶため

に大学院進学をしたばかりであり、J-MELO リサーチへの調査協力には興味

を惹かれたことを覚えている。J-MELO 視聴者がどのようなメディア環境か

ら日本の音楽を聴いているのかを調査するにあたっては、毛利研究室という大

学の中の組織は適切な場所だったということができるだろう。

ここから NHK 国際放送と東京藝術大学の協働による J-MELO リサーチが

開始されることになったわけだが、1 年間における具体的な調査分析の作業は、

次のとおりの段階を踏むことになった。まず、春ごろに行なわれるウェブ・ア

ンケート質問票の作成がスタート地点となる。回答者の男女比や在住地域を問

う属性に関する質問から、好きな音楽ジャンルや好きな日本文化について聞く

コンテンツに関するもの、そして使用しているメディア環境やよく訪問する

ウェブサイトについて聞くメディアに関する質問など、例年 10 問を少し越え

る程度の質問が並べられた。J-MELO ウェブサイトで公開されている調査結

果は、グラフや表のかたちでまとめることのできる数値データに限定されてい

る。しかし、実際の質問票の中には数問程度の自由記述による問いが用意され

ており、年によって主要テーマを変えながら回答者の考えを具体的に探ってい

くこととなった。質問票の作成は、年ごとの主要テーマや検証したい仮説に応

じて、前年の結果を踏まえてフレキシブルな変更を加えている。「定点観測」

的な不変の質問事項と合わせることで、2010 年以降の海外 J-POP ファンの具

体的な姿を探ることに大きく寄与してきた。

次の段階は、実際のアンケート調査実施である。J-MELO 番組内でのアナ

ウンス、ウェブサイト上でのバナー告知を行い、夏・秋ごろのおよそ 1 ヶ月程
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度の期間で回答を収集する。とくにインセンティブを用意することなく自由参

加での回答を募っているため、どれくらいの回答が集まるかには当初は不安が

あった。しかし、J-POP に対する熱烈なファンたちは、筆者たちの予想を越

えて回答してくれている。参考までに 2010 年から 2016 年までの回答者数を並

べておくと次のとおりである。2010年：645通、2011年：573通、2012年：1,095

通、2013 年：1,305 通、2014 年：1,708 通、2015 年：574 通、2016 年：284 通★4。

ここに見られる回答数の大きなばらつきからも一見してわかるように、

J-MELO リサーチは統計学的な手法を用いた社会調査というわけではない。

さらにいえば、英語放送と英語でのウェブ・アンケートによって成立している

調査であるため、英語話者かつインターネット接続環境のあるユーザーだけが

対象となっている。つまり、日本の音楽の海外での視聴状況を厳密に数値化し

て捉えようというのではなく、調査を通じて得られた情報をもとにした考察に

主眼を置いた、探索的な調査として位置づけるべきだろう。

こうして集められた回答は、毛利研究室の大学生・大学院生によってグラフ

化され、自由記述については全てに目を通し、数度のディスカッションを通じ

て分析が加えられた。年ごとの発見についてはごく簡単に後述するが、年を経

るごとに前年の結果を踏まえた質問票の作成へとフィードバックされていった

のはすでに述べたとおりである。分析結果は、J-MELO ウェブサイト上で公

開できる数値データはまとめて公開され、自由記述の内容などをもとにした考

察については、NHK 本社での報告をした後、年に 1 回の頻度でシンポジウム

形式での公開ディスカッションを実施した。さらに、シンポジウムでは

J-MELO リサーチの分析結果の公表だけでなく、音楽業界関係者やミュージ

シャンをゲストとして招き、J-POP が輸出されていくリアルな現状について

の熱いディスカッションを行なってきた。こうして、2010 年から 2015 年まで

の計 6 回、NHK 国際放送と東京藝術大学の協働による J-MELO リサーチは続

けられてきたのである。

2010 年から 2015 年までの J-MELO リサーチ概観

さて、こうした段階を経て実施される J-MELO リサーチでは、これまでいっ

たいどのような発見が見られてきたのだろうか。その全てを紹介することは到

底できないが、年ごとの調査結果から筆者にとって興味深く感じられた点につ

いて簡単に指摘しておきたい。毛利研究室による分析はリサーチ回数を経るご

とにいくつかのテーマへと焦点を絞っていったが、筆者は J-MELO リサーチ

回答者のメディアの使い方に注目していった。

まず初回の 2010 年では、回答者の属性に関する基礎的な情報を得ることが

できた★5。UK、US、そしてフィリピンといった英語が公用語になっている国々

からの回答が多いこと、地域別でのカウントとしてはヨーロッパが最大母体と

なること、などである。回答者の在住地域については、2015 年までの調査で

もほとんど変わることはなかった。また、回答者の男女比や年齢層についても

興味深い調査結果を得ることができた。男女比はほぼ 1：2 の割合で女性から

の回答が多く、そして年齢層については、2010 年の調査結果では 10 代と 20
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代からの回答がおよそ 9 割を占めた。内訳としては 10 代の方が 20 代よりも多

く回答してきていたのだが、実はこの調査結果は年を経るごとに次第に変化し

ていくことになる。J-MELO リサーチの回答者の主な姿とは、英語を使うこ

とのできる 10 代～ 20 代の女性、がボリュームゾーンを占めるということがで

きるだろう。そして初回の調査で私たちを驚かせたのが、「アニメソング」へ

の嗜好が広く見られたことである。好きな音楽ジャンルを答えてもらう質問で

は、ポップスに続いてアニメソングが 2 番目に選ばれたのだ。また日本の音楽

を好きになった最初のきっかけを自由記述で回答してもらったのだが、ここで

もやはりアニメソングが入り口となってビジュアル系などの音楽へと接触して

いく経路の存在を知ることができた。2010 年の調査から見出すことのできる

J-MELO リサーチ回答者の姿は、これ以降の質問票作成に対して大きな影響

を与えることになった。

続く 2011 年、筆者は修士論文の執筆に忙しく「お手伝い」レベルでの協力

に留まってしまったが、前年の調査結果を踏まえてバージョンアップされた質

問票を用いて、新しく回答が収集された★6。日本の音楽についての情報ソース

と聴取ソースを問う中で、前年はテレビ、ラジオ、ウェブサイトといった大き

な分類での質問項目を用いたが、2011 年からは衛星放送、ストリーミング放送、

YouTube、Facebook 等々、ある程度の具体名を用いて回答してもらった。そ

の結果、情報ソースとしても聴取ソースとしても同様に回答者の 8 割が

YouTube を音楽メディアとして利用していることが明らかになった。この傾

向は以降の調査でも変わらずに続くことになった。また、2011 年の質問では、

回答者が日常的に音楽を聴く時間の中での日本の音楽の占める割合についても

聞いている。これへの回答は、回答者の半数が 80 ％以上と答え、全体の 7 割

程度が 60 ％以上と答えている。J-MELO リサーチ回答者とは、毎日のように

日本の音楽を聴くコアなファンで構成されていることがわかる。もっとも、イ

ンセンティブの無い調査に協力してくる層ではあるため、想定できる結果では

あった。

2012 年の調査では、好きなジャンルの第 1 位がアニメソングに変わった★7。

またこの年の調査では、日本の音楽を「聴く」行為だけでなく、他に能動的な

楽しみ方をしているのかどうかに焦点をあてた質問が追加された。結果として

6 割を越える回答者が、日常的に「歌う」「演奏する」「コスプレする」などの

能動的な行為を行なっていることがわかった。同様に 6 割近くの回答者は、居

住地域で開催されるローカルなファンコミュニティのイベントに参加してお

り、日本の音楽を媒介とするファン同士の繋がりが世界各地に存在しているこ

と、それらを利用した情報交換や遊びが生み出されていることが明らかになっ

た。この年から、各地域で開催されているローカルなイベントや場所の名称を

収集する質問も追加されることになった。また、2012 年は回答者の属性につ

いて新しい疑問点が生じた年でもあった。男女比については 1：2 の割合のま

ま変わっていないのだが、年齢層に少しずつ変化が見られていたのだ。2010

年の段階では 10 代の方が 20 代よりも多く回答してきていたが、2012 年にな

るとその数は逆転を見せたのである。この傾向は続く年の調査によって次第に



158

明確になっていく。

翌 2013 年、回答者のうち 10 代が減少し、20 代が増加しつつある傾向は前

年同様に確認された★8。またこの年は、初めて日本の音楽を聴いたのは西暦何

年か、を質問している。それによると、最も回答が多かったのは 2008 年であり、

グラフにすると 2004 年から 2012 年を裾野とした山型となっていた。これまで

の調査での情報ソース・聴取ソースとしてのYouTubeの存在感を加味すると、

2005 年にサービスを開始した YouTube の利用拡大とここでの結果がリンクし

ているということができるだろう。また、回答者における 10 代と 20 代の逆転

現象、そして 2008 年が初めて日本の音楽に接触した年として最も多く回答さ

れている事実から推測すると、J-MELO リサーチ回答者はある特定の世代に

固定されているのではないかと分析された。回答者数は年々増加してはいたの

だが、新しい世代が日本の音楽を聴くようになっているわけではなかったの

だ。

そして 2014 年、「定点観測」的な質問事項によると、回答者のうちの 10 代

が減少・20 代が増加する傾向、情報・聴取ソースとしての YouTube 一強、好

きなジャンルとしてのアニメソングの順位、これらは変わっていない★9。また

新たな質問事項として、クールジャパン政策に関する問いを複数導入した。

J-MELO リサーチ回答者にはクールジャパンという言葉は広く認識されてお

り、連想するキーワードとして挙げられたのは上から、ファッション、観光、

アニメの順番であった。翌 2015 年の回答もおおまかな傾向はこれまでの調査

とほとんど変わらなかった★10。回答者の年齢分布は 20 代が過半数を占めるよ

うになり、コアな回答者のボリュームゾーンがそのまま歳を取っていっている

様子が推測された。番組としての J-MELO を視聴するメディア環境は、2013

年の時点でインターネット接続（ストリーミング配信＋YouTube にアップロードさ

れた映像）がテレビ受像機の利用を回答者数で上回っていた。それ以降も傾向

は変わらず、J-MELO リサーチ回答者は YouTube 利用を中心としたインター

ネット接続によって、J-MELO 視聴だけでなく日本の音楽に接触する経路と

していることがはっきりしてきた。

2010 年から 2015 年にかけての東京藝術大学毛利研究室での分析は、こうし

て前年の調査結果を踏まえた質問事項の微調整を繰り返しながら、J-MELO

リサーチ回答者の具体的な姿をあぶり出してきたのである。そして、そこから

得られた知見は毛利研究室メンバーによるディスカッションを通して、いくつ

かの研究成果としてまとめられた。J-MELO リサーチをもとにした新しい

J-POP 研究は、どのような文脈において位置づけられるのだろうか。

3．J-MELO リサーチをマッピングする★11

J-MELO リサーチの調査分析にもとづいた研究成果

繰り返しになるが、J-MELO リサーチ自体は厳密な社会調査というべきも

のではなく、そこで得られた知見をもとに多様な考察を深めていくタイプの、

探索的な調査として捉えることができる。毛利研究室ではそうした見地から、

それぞれの問題意識にのっとった形での分析がなされ公表されている。ひとつ
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は、毛利嘉孝によるファンダムの分析を挙げることができる★12。毛利は

J-MELO リサーチ回答者による自由記述への回答に着目し、彼らの集団性を

捉えるためにグローバルなファンダムの成立要件について考察した。ウィル・

ストローが定義づけた「シーン」、ミシェル・マフェゾリが提出した「トライブ」

など、ポピュラー文化における小集団を捉えようとした既存の文化理論を参照

しつつ、毛利は「クラスター」として成立するファンダムの姿を提示したので

ある。J-MELO リサーチ回答者に見られるような、グローバルな規模で散在

しながらもオンラインで緩やかにリンクし、情報共有のために協働する今日的

な文化的集団こそがクラスターである。彼らは既存の音楽ファンの姿とは異

なった出現の仕方をする。つまり、多種多様な視聴覚メディア上の表現、身体

をともなう各種実践、これらが混ざり合ったファン活動全体のうちのある特定

の部分として、音楽視聴者としての彼らは存在する。J-MELO リサーチ回答

者とは、こうした 21 世紀的なファンダムの現われとして捉えるべきである、

毛利は彼らの集団性をこう分析した。

また筆者は、J-MELO リサーチの結果の中でも目を引くアニメソング人気

を切り口に、インターネット利用者としての海外在住 J-POP ファンが生み出

されてきた過程を歴史的に考察した論文を発表している★13。ジャーナリスト

の烏賀陽弘道が提示した「J ポップ産業複合体」─テレビ放送局、広告代理店、

レコード産業の戦略的つながり─を補助線とすることで、タイアップ戦略の

結果物として制作されたアニメソングが 1980 年代以降の日本国内に広がった

ことをまず指摘した。さらに文化人類学者の三原龍太郎による日本のアニメ番

組の海外進出分析を参照し、インターネット接続を利用した違法な動画投稿行

為を通じて国内に目を向けたタイアップ・アニメソングとインターネットが駆

動するアニメ番組の輸出が組み合わさることで、アニメソングが日本のレコー

ド産業と海外の J ポップファンを媒介するようになった経緯を明らかにした。

J-MELO リサーチの結果が示す YouTube の重要性に注目し、インターネット

時代だからこそ駆動するようになった J-POP の輸出過程をメディア技術の点

から分析したものである。

さらに、こうした分析や考察の結果を踏まえ、2015 年には J-MELO 自体が

これまでの番組制作で得られた知見をまとめ、日本のポピュラー音楽が海外で

受容される状況について紹介する書籍を出版した★14。J-MELO リサーチの分

析結果を報告する章のほかに、音楽業界キーパーソンやミュージシャンなどの

インタビューが盛り込まれた充実した内容である。執筆者であるジャーナリス

トのまつもとあつしは、上記の内容を受けた上での全体を概括する章におい

て、J-POP を海外に伝えるアニメソングの媒介機能や日本語での歌声の魅力

に含まれた可能性、そしてマーケティング論の見地からみた J-POP 海外展開

状況の特異性について議論している。

このように、J-MELO リサーチは一テレビ番組が実施するアンケート調査

という枠を越え、アカデミズムにおける研究活動やマーケティングに関する経

済活動の領域にまで、その意義を示しているのである。こうした広い射程と可

能性を持つ J-MELO リサーチは、日本のポピュラー音楽の海外進出を考えて
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いく枠組みの中で、どのように位置づけることができるだろうか。

J-MELO 以前の J-POP の海外受容に関する研究

本稿冒頭で触れたとおり、日本のポピュラー音楽が海外市場へ向けた本格的

な進出を図るようになったこと、さらにそうした輸出現象について分析・考察

されるようになったことは、近年になってようやく生じ始めた傾向である。む

しろこれまでは、日本のポピュラー音楽は「外」からもたらされた洋楽の受容

過程によって生み出されてきた、として主には語られてきた。批評家の佐々木

敦はそうした議論をまとめ、日本の「外」を意味する洋楽と「内」を意味する

邦楽が相互に内包し合う「入れ子構造」こそが、日本のポピュラー音楽ひいて

は J-POP を創り出してきたことを指摘している★15。また烏賀陽弘道は、「J ポッ

プ産業複合体」がそうした「内」と「外」との関係を利用し、国内市場向けの

マーケティング戦略の一環として仕立て上げられた「海外進出」、すなわち実

際に海外市場で売れるかどうかよりも国内市場に向けた宣伝効果を目的とした

「海外進出」の既成事実化が起きてきたことを指摘している★16。日本のポピュ

ラー音楽と海外とを結ぶこれまでの議論の多くは、音楽の輸入現象に軸足を置

いてきたのである。

しかし、J-MELO リサーチの結果が示すとおり、2010 年代以降の状況はす

でに変わりつつあるということができるだろう。内閣府の知的財産戦略本部

は、2014 年 4 月に公表した「我が国の音楽産業の国際展開に向けて」という

報告書で、コンテンツ市場での輸出振興を図るための方策について分析してい

る★17。「近年、アニメ、映画、音楽、ゲーム等の我が国のコンテンツの海外で

の関心が高まっている」（知的財産戦略本部 2014: 5）とした上で、各コンテンツ

分野での海外販売を促進するため、政府や業界が解決すべき課題を明らかにす

る必要性があることを主張。さらに日本のレコード産業が置かれた状況の分析

を踏まえ、海外展開を推進するための具体的な提言をまとめている。またこう

した経済的な側面での関心の高まりだけでなく、ポピュラー音楽研究の領域で

も海外展開に目を向けた同様の仕事が増えつつある。経済学者の高増明は、日

本のポピュラー音楽が海外展開する可能性について楽曲の質の面から検討し、

海外進出の成功事例と失敗事例を列挙している★18。高増は著名な事例だけで

なく、いわゆるインディーレコード会社所属のミュージシャンについても丁寧

に紹介しているのだが、これまでの海外進出の事例はどうしても散発的なもの

でしかなく、世界のポピュラー音楽の中での日本の存在感を増すことに寄与し

てきたとは言い難いだろう。

また音楽産業研究者の加藤綾子は、海外進出した単発のヒット曲を明示する

ことができても日本のポピュラー音楽自体が継続的な人気を博してきたわけで

はないことを指摘した上で、近年になって海外での J-POP 人気が高まってい

る原因を「日本的な」要素への需要の高まりとして分析している★19。加藤に

よると、これまで日本人ミュージシャンによる海外進出が試みられる際には、

歌詞の英語での書き換え、欧米人プロデューサーの採用など、日本語と英語の

区別をどう乗り越えるかが大きな問題とされてきたという。しかし、近年の海
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外市場はそうした「英語化」がされていない音楽を求めており、海外で受容さ

れている典型として「日本人が制作した楽曲やビジュアル（イメージ）と日本

語歌詞という日本的な要素を、欧米市場向けに作り変えることなく、日本市場

向けの商品をそのまま海外においても展開している」（加藤 2009: 90）ビジュア

ル系に着目している。加藤はまた、ビジュアル系バンドがしばしばライブを行

なう海外アニメ・コンベンションの重要性や、彼らの多くがアニメソングに関

係していることにも触れており、J-MELO リサーチが明らかにしてきた

J-POP とアニメソングとの近接関係にも目を向けているといえる。いずれに

せよ、近年になって日本の音楽の海外進出の様相は次第に変質しつつあり、そ

れに対した分析・考察が増えつつあるということができるのである。

先行研究の文脈における J-MELO リサーチ調査分析の意義

J-MELO リサーチをもとにして発表されてきた考察は、こうした先行する

海外進出事例を対象とした分析のマッピングの中で、一定の意義を持つものだ

ということができる。その理由のひとつは、これまでほとんど実証的な調査が

行なわれてこず、散発的な海外進出の事例ベースで進められてきた考察の中

に、一定のバイアスがかかっているとはいえアンケート調査で得られたデータ

を用いた分析を提示している点である。すでに説明したようにJ-MELOリサー

チは年ごとに質問事項を変化させてはいるが、「定点観測」的な不変の質問事

項への回答からは、海外在住 J-POP ファンの持つおおまかな傾向を見てとる

ことができている。こうした意義は実際に調査分析を行なってきた毛利研究室

や NHK 国際放送にとってだけではなく、コンテンツ市場の海外展開を意図す

る経済産業省のような団体にとっても、有用な分析として認められつつあ

る★20。2010 年からの数年間にわたって定期的に調査を行なってきた蓄積の重

要性は、今後も広がっていくだろう。

またもうひとつは、J-MELO リサーチを分析する中で明確になってきた、

インターネット利用者としての J-POP ファンの姿を提示してきたことである。

毛利や筆者による考察で共通して提示されたのは、グローバルな規模で各地に

点在しながらもインターネット接続環境によってひとつのファンダムを構成す

る J-POP ファンの姿であった。そこで最も利用されてきたメディアは

YouTube での投稿動画視聴である。これはつまり、日本のポピュラー音楽受

容を考えていくにあたっては、音楽の制作・消費だけではなく視聴覚メディア

経験全体を考える枠組みが必要であることを示している。さらに、そうした経

験を成り立たせる基底に、インターネット上で創り出される経路が存在するこ

とも強調されている。今日的なポピュラー音楽の文化を考察するためには、デ

ジタル化したネットワークの技術と文化の双方に目を向ける必要があるのだ。

J-MELO リサーチの調査結果を分析する中で、こうした新しいポピュラー音

楽研究の観点が見出されたことは、重要な成果だということができるだろう。

これは海外在住 J-POP ファンの分析だけでなく、日本国内の音楽ファン分析

にとっても適用されるべき視点であるかもしれない。2010 年代に入って開始

され蓄積されてきた J-MELO リサーチが示しているのは、インターネット時



162

代の情報共有経路の形成過程と、それに参加することで曖昧なファンダムを構

成するようになった参加者たちの姿なのである。

4．J-MELO リサーチのこれから

慶應義塾大学アート・センターと Pop Japan Project

さて、こうして東京藝術大学と NHK 国際放送との協働によって進められて

きたJ-MELOリサーチだが、2016年からは調査分析の拠点が慶應義塾大学アー

ト・センターに移行している。アート・センターの粂川麻里生副所長が率いる

Pop Japan Project の活動の一部として、毛利研究室が行なってきた J-MELO

リサーチの調査分析は引き継がれたのである。2016 年のリサーチ結果につい

ても簡単に振り返っておこう。

例年の方法を踏襲して夏ごろに実施されたウェブ・アンケートは、締め切り

時点で 53 の国と地域から 284 通の有効回答を得ることができた。質問事項の

作成については既存のものを参考にしながら、Pop Japan Project に参加して

くれた大学生らとディスカッションを重ね、以下の六つのまとまりで構成し

た。まずは回答者の属性に関する質問。在住地域や年齢について聞くものから、

今回は宗教や母語についても確認するなど、かなり細かく設定した質問事項が

並べられた。次に好きな音楽ジャンルを問う質問と、アニメソングが好きと答

えた回答者に対してはそのアニメソングがどの音楽ジャンルに分類されると考

えているのかを質問した。また三つめとしては CD 所有の有無や特典の効果に

ついて質問した。さらに日本のミュージシャンが海外進出するために必要な事

柄について、自由記述を含めた質問を行なった。五つめには、日本が持つイメー

ジについて、行きたい場所等を自由記述で質問した。最後には例年どおりに

J-MELO をどのようなメディア環境で視聴しているのかを質問した。

回収されたデータは数回のディスカッションを経て分析され、2017 年 3 月

に実施したシンポジウムの場で報告された★21。回答者の属性はおおまかには

これまでの調査と変わらず、20 代の女性が最大ボリュームを占める集団であ

る。また日本の音楽に対する情報ソース・聴取ソースは、やはり YouTube 利

用が圧倒的多数を回答している。好きな音楽ジャンルに関する質問で注目を集

めたのが、これまで常に上位をキープしてきたアニメソングが、ポップス、ロッ

ク、女性ボーカルに続く第 4 位になったことであった。回答数の違いや質問票

での記載の仕方等が変わったため単純に比較することはできないが、J-POP

への入り口として機能するアニメソング、という位置づけについて再考する必

要を示しているのかもしれない。また CD に関する質問では、特典として付加

されていると嬉しいノベルティなどについて知ることができた。CD を保有し

ているかどうかを聞いた質問では、「CD を知らない」という回答が 3 人から

返されたことが私たちに衝撃を与えた。インターネット利用とデータ保有に

よって音楽を聴くことが当たり前になりつつある、今日的な聴取環境を反映し

ているといえるだろう。そして日本のミュージシャンによる海外進出に関する

質問では、どの言語で歌って欲しいかという問いに対して、圧倒的多数が「日

本語」と考えていることがわかった。これは次の質問事項のまとまりである日
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本のイメージについての質問の中で、日本と聞いて思い浮かべるキーワードの

第 1 位が「言葉」であったことと深く関係しているといえる。言葉の響きや意

味が表現する日本らしさのようなものが、J-POP ファンからは求められてい

るといえるのかもしれない。そして最後の設問である J-MELO 視聴環境につ

いて聞くところでは、2016 年はテレビでの視聴と答えた回答者が最大多数で

あった。この年までの傾向とは明らかに異なっており、本調査からだけでは理

由を明確にすることは難しいが、視聴環境のあり方についても再考する余地が

あることを示していた。

調査主体が慶應義塾大学アート・センターに移行した 2016 年の J-MELO リ

サーチでは、これまでの東京藝術大学毛利研究室が行なってきたものを参照し

たとはいえ、質問事項設定の仕方から回収されたデータの傾向まで、既存の蓄

積とは少しずつ異なった側面を示しているように思われる。新しく検討するべ

き領域が示されたといえるだろう。

新しい J-MELO リサーチの調査分析へ

本稿では 2010 年から 2016 年までの J-MELO リサーチを広く浅く概観して

きたが、こうしてまとまった振り返りをしてみると、2015 年までの東京藝術

大学毛利研究室での分析・考察は常に一貫した関心のもとに実施されてきたこ

とがよくわかる。それは、海外で J-POP が聴かれる場面での、メディアの使

用の状況を明らかにしようとする姿勢である。毛利研究室が社会学やメディア

研究に焦点をあてた研究活動を志向してきたことが直接的に反映し、J-MELO

リサーチ回答者の具体的な姿からはインターネット利用の重要性やメディア技

術を介して構成されるファンダムの様相が明らかにされてきた。「音楽メディ

ア」として機能する YouTube、日本と海外をコンテンツの面で媒介する作用

を果たすアニメソング、こうした J-MELO リサーチから見出すことのできる

メディアの機能に着目してきたのである。

しかし一方で、この特徴的な考察の視座は同時に一定の限界をはらんできた

ということもできるだろう。質問事項の設定の仕方によっては、たとえば日本

のポピュラー音楽の魅力における質的な側面を探ったり、それが海外で聴かれ

る際の経済的な背景について詳細なアプローチをかけたりと、考え得る考察の

軸はほかにも多様に存在するからだ。そしてここに、J-MELO リサーチの調

査主体が慶應義塾大学アート・センターに移行したことの意義がある、と筆者

は考えている。つまり、2015 年までの毛利研究室による考察の基軸をいった

ん離れ、そこをポジティブな意味での断絶点とした上で、新しい仮説や新しい

テーマによった J-MELO リサーチを構想することが可能だということである。

これに関して多少自己批判めいたことを表明しておくと、2016 年の J-MELO

リサーチではここでいう仮説やテーマといった調査のための基礎部分の検討が

不足していたように思われる。J-MELO リサーチは探索的な調査であるから

こそ、常に新しい問題関心を投入することができるのだ。

その意味で、Pop Japan Project が構想しつつある J-MELO リサーチの今後

の展開は非常に興味深い。最後に、そうした慶應義塾大学アート・センターら
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しい新たな目論見についても触れておこう。まず、これまでの J-MELO リサー

チで収集されてきた未公開情報の活用構想を挙げることができる。すでに述べ

たように J-MELO ウェブサイトで公開されている調査報告は、グラフや表の

かたちで公表できる質問事項に限られている。毎年 J-MELO 視聴者から多く

の「熱い」コメントを集めている自由記述については、考察を進める段階での

検討する対象にはなっているが、それらを公開することは難しかった。しかし、

現在進行中の分析プロジェクトでは、自由記述の文章をもとにしたデータ解析

の可能性について検討しているところである。また、自由記述とその回答者を

紐付けした上で、個別メールによる追加調査の実施計画も検討している。これ

については、2016 年の J-MELO リサーチ調査分析ですでに少数を対象にして

実際に行なっており、興味深い結果を得ることができた★22。

また、こうした新しいアプローチを行なう中での、大学間の垣根を越えた分

析プロジェクトの構想も挙げるべきであろう。Pop Japan Project には慶應義

塾大学の研究者・学生だけでなく、すでに東京藝術大学の大学院生が数人関

わっている。また、筆者が現在所属している首都大学東京はもちろんのこと、

本 Booklet にも対談を収録している南田勝也氏と武蔵大学も、今後の調査分析

での連携を検討している。こうした大学間での分析プロジェクトの広がりは、

J-MELO リサーチが 2010 年以降に蓄積してきたデータと分析結果が存在する

からこそ可能になっているといえるだろう。調査主体が移行したことを機に、

新しい問題関心を取り入れる可能性が広がりつつあるのだ。もっとも、筆者個

人としては、これまで行なってきたメディアの機能に焦点をあてた考察をこれ

からも継続していきたいと考えている。「定点観測」的な J-MELO リサーチで

の質問事項とあわせて、日本のポピュラー音楽の海外受容における経年的な観

測は必要だと考えるからだ。ただし、新たな仮説・テーマの構成を検討し続け

ることで、J-MELO リサーチ自体のバージョンアップを図っていく必要はあ

るだろう。

本稿では、2010 年代に入ってから蓄積してきた J-MELO リサーチについて

の概要を紹介し、慶應義塾大学アート・センターが調査主体となった近年の状

況についても簡単に検討した。最後に触れたように、J-MELO リサーチの今

後の展開はこれまでの蓄積を踏まえた上での広がりを企図している。本稿を読

んで関心を持つようになった方々からの、この広がりへの積極的な参加を期待

している。
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